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研究成果の概要（和文）：本研究では，社会科において，実際にどのような授業として組織すれ

ば，情報読解力を育成することができるのかを理論的原理的に考察するとともに，具体的実際

的に解明をしている。子どもに情報読解力を育成するための授業の原理と構造を解明した上で，

社会科授業の開発と分析を通して，情報読解力を育成するための社会科モデル授業として例示

している。 

 
研究成果の概要（英文）：A principle of the theory considers whether you can raise the 
Reading Literacy of Information if I really organize it as any kind of class in social studies 
in this study, and a fact of the concreteness elucidates it. Through development and the 
analysis of the social studies class, I exemplify it as social studies model class to bring up 
the Reading Literacy of Information after having elucidated a principle and the structure of 
the class to raise information literacy to a learner. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2009 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育 
キーワード：社会科教育，教材開発，授業開発，情報リテラシー，情報読解力，学習指導法，

ウェッビング法，構成主義的アプローチ 
 
１．研究開始当初の背景 

 これまでの日本の教育界は，「教科の内容

を系統的にしっかりと教える」という考え方

と「子どもの興味・関心・体験を重視して，

生活に結びついた学習を目指す」という考え

方を両極として，振り子のように揺れ動いて



きた。1980 年代半ばには，校内暴力，不登校，

いじめ問題など学校の病理現象が顕著にな

り，子どもへの「詰め込み型授業」にその原

因を求め，とりわけ教科学習と学校で多くの

ストレスにさらされた子どもへの対応とし

て，「ゆとり教育」の登場となる。しかし，

教育界内外からの学力低下論や，国際教育到

達度評価学会や文部科学省・国立教育政策研

究所教育課程センターの調査などの結果に

基づいて，見直しが迫られ，「確かな学力」

の育成が叫ばれている。教育界に限らず，必

要なことは，本質を見極める目とバランス感

覚である。その時々の風潮に流され，教科内

容が削減されたり，教科そのものが廃止され

たり，統合再編されたりしたら，現場の教師

や，子どもへの影響は計り知れない。ただ，

振り子のように揺れ動きながらも，よりよい

方向に向けて進んでいると信じたい。 

 このような流れの中で，大きな課題として

注目されているのが「読解力」である。読解

力とは，単に文章を読み取り解釈するだけで

なく，学び取った知識や技能を実生活の様々

な場面で適用できることを視野に入れてい

る。この読解力と社会科を結びつけるのが情

報リテラシーの存在である。 

 情報リテラシーとは，情報化社会にあっ

て，個々に対応した教育を推進していくため

に，コンピュータを始めとする情報関連機器

を積極的に活かした教育活動の一層の充実

に加えて，あふれた情報を読み解く力（＝情

報読解力）の育成を視野に入れたもので，情

報を扱うための基礎的な知識や能力のこと

である。情報リテラシーと言えば，すぐにコ

ンピュータを使える能力，つまり，コンピュ

ータ・リテラシーに結びつけられるが，大事

なのは，操作方法ではなく「中身」の吟味で

ある。情報を吟味できる力の育成が，今，求

められている。ただ，情報リテラシーの育成

は，社会科だけが担うものではない。すべて

の教科・総合的学習・特別活動・道徳などを

含めた教育課程の中で育成されるべきもの

である。それでは，社会科の役割はどこにあ

るのだろうか。それは，社会科こそが，社会

に大きな流れを生んだり，間違った流れを止

めたりすることのできる教科なのである。科

学的に実証されたデータに基づいて動向を

客観的に分析できる。これが，社会において

は大切な役割である。 

 
２．研究の目的 

現代社会は，構成員である市民による決

定，それに基づいた公正な運営を必要として

いる。これは社会における民主主義化であ

り，民主主義化の中で要請されているのが情

報を正しく読み解く力，すなわち，情報読解

力の育成である。このような要請に学校教育

が応えることが現代社会の課題である。その

役割を担う中心になるのが教育課程の中で

は社会科といえるだろう。本研究の目的は，

社会科において，実際にどのような授業とし

て組織すれば，情報読解力を育成することが

できるのかを理論的原理的に考察するとと

もに，具体的実際的に解明することである。

本研究では，子どもに情報読解力を育成する

ための授業の原理と構造を解明し，情報読解

力を育成するための社会科モデル授業とし

て例示する。 

 

３．研究の方法 

(1)わが国における情報読解力の育成に関わ

る事例を収集する。 

(2)先行研究事例として，アメリカインディア

ナ州の教育プログラムの情報収集を行う。 

(3)情報読解力の育成に積極的に取り組んで

いる学校を協力校として選定し，各学校で

の取り組みを概査する。 

(4)収集した実践事例の授業関連リソースの



整理・編集を行い，分析対象の事例を選択

する。 

(5)収集した実践事例は，構成主義的アプロー

チの援用によって分類し，それぞれの構成

原理を解明する。 

(6)分析して解明した構成原理に基づいて，モ

デルとなる社会科授業を開発する。 

(7)開発したモデル授業を実際の現場で実践

することで実証的な研究にする。 

(8)研究成果を公表する。 

 研究成果の一部は，学会で積極的に発表を

行い，批判を仰ぎ改良を加える。３年間の研

究成果を研究報告書により公表をする。 

 

４．研究成果 

 本研究では，社会科における読解力を情報

読解力と捉え，情報読解力を育成するための

社会科授業づくりを通して，社会科授業にお

ける「習得・活用・探究」と情報読解力のレ

ベルを次のように位置づけて実践に取り組

んだ。 

表１ 社会科における情報読解力のレベル 

 

アメリカのインディアナ州で歴史的建造

物の構造を読み解く社会科関連教育プログ

ラムについては，具体的な視点の必要性と協

働的な学習活動の取り組みを分析できたこ

とで，日本の社会科教育に関する多様な示唆

を示している。 

 また，情報読解力を育成する社会科授業の

新しい形態を社会科教育の体系に組み込む

ための授業構造を解明し，その具体的な単元

例を提示している。その際，社会科授業にお

ける習得・活用・探究を視点にして，学習者

の認識内容の質的変容と主体的関与を保障

するために，学習者の理論形成のための方法

として，情報を一つのトピックとして捉え，

関連づけていく Web の手法を援用したウェ

ッビング法を援用している。 

表２ 社会科授業における習得・活用・探究 

 

この情報読解力と社会科授業の習得・活

用・探究過程を結びつけた授業を究明し，開

発できたことで，今後の社会科教育研究を発

展させる基盤を形成することになる。 

 授業開発を行ったＣＭを読解する社会科

授業やイラストを読解する社会科授業の事

例では，自分の生活への適用の意識づけがで

きる構成になっている。テレビ番組における

ＣＭの役割を焦点化することで，ＣＭの手法

やＣＭのもつアイドカの法則とも関連づけ

て，ＣＭが最先端のプレゼンであるという認

識が生まれている。さらに，自作のＣＭを発

表し相互評価をすることで，情報の受け手，

送り手としてどのように情報を活用すれば

いいのか，また，メディアからの情報をその

まま受け入れるのではなく，批判的な検討を

加えたり，他の別な情報と比較したりして，

情報の使い手となる構えをもつことの意義

を意識できたことは授業開発の成果である。

また，イラストを読解する授業では，ビゴー

の風刺画を読解する過程を通して，当時の日



本や世界の情勢をイメージ化することにつ

ながった。子どもが，自分と同じ｢人間｣の行

為として理解することからスタートするこ

とで，読解のレベルを向上することができ

た。さらに，分析対象とした Histric Landmark 

Foundation of Indiana の社会科関連教育プロ

グラムにおける協働による調査や交流的要

素を組み入れて，授業開発研究につなげてい

る。ウェッビング法は，授業という枠を越え

て，社会で生きていくための知的な武器と成

り得る。問題を発見し，その解策やその後の

見通し，新しいつながりを構築していくこと

が目的だからである。全体と部分の構造や関

係を明らかにしていくことで，問題の本質に

迫っていく。ウェッビング法による概念操作

によるキーワードの発見と融合による新し

い関係の構築によって，自己認識形成を目指

していくことが目的とされるべきである。 

 本研究で，提示した小学校社会科授業開発

事例(実証的・実践的研究)は，以下の２事例

である。 

○第５学年社会科授業開発－ＣＭ(映像)を

読解する社会科授業「わたしたちの生活と

情報」－ 

○第６学年社会科授業開発－イラストを読

解する社会科授業「明治の世の中」－ 

 他にも研究協力者と協力して開発した授

業事例は，10 事例ある。今回は，紙幅の関係

で，２事例に焦点化して報告をしているが，

他の機会に積極的に発信していく予定であ

る。 

 また，本研究で，提示した社会科授業モデ

ルの開発事例は，以下の１６事例である。 

○中学年社会科授業モデルの開発研究 

・学習指導案モデル①法やきまりについて考

える単元「廃棄物の処理」指導案モデル 

・学習指導案モデル②関係機関と地域の人々

と協力について考える単元「地域の防犯」              
・学習指導案モデル⑯参政権から国民の権利

指導案モデル 

 ・学習指導案モデル③地域の歴史遺産から

先人の働きを学ぶ単元「地域調査」指導案

モデル 

 ・学習指導案モデル④方位や主な地図記号

をまとめ定着させる単元「４７都道府県」

指導案モデル 

○第５学年社会科授業モデルの開発研究 

・学習指導案モデル⑤近隣の主な国の名称 

・位置と国旗について考える単元「領土」

の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑥環境保全について考え

る単元「森林のはたらき」の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑦価格や交通について考

える単元「季節の果物」の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑧地図や地球儀を活用し

て世界との貿易を考える単元「部品輸出」 

の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑨情報ネットワークを活

用して調べ，表現する単元「公共サービス」 

 の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑩情報モラルの必要性 

について考える単元「情報社会に生きる」

の指導案モデル 

○第６学年社会科授業モデルの開発研究 

・学習指導案モデル⑪歴史遺産から歴史と文

化を学ぶ単元「鎌倉時代」の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑫縄文時代のくらしと文

化を学ぶ単元「縄文時代」の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑬国際大会から国の文化

について考える単元「オリンピック」の指

導案モデル 

・学習指導案モデル⑭国際社会について考え

る単元「平和維持活動」の指導案モデル 

・学習指導案モデル⑮国会や裁判所の意味に

ついて考える単元「裁判員制度」の指導案

モデル 



と義務について討論する単元「選挙権」の

指導案モデル 

  これらは，研究の現時点での研究成果であ

る。仮説的なものであり，研究方法もまだ創

意工夫する点が多々見いだされるが，引き続

き調査と開発研究を行うとともに，教科教育

の本質である理論と実践の結合を目指して

研究を進めていきたい。今後の課題として，

次に示す点があげられる。 

○これまで蓄積されている数多くの社会科

授業実践事例の検討を通して，授業構成に

おける教材活用と教材構成の抽出と体系

化をさらに図っていく必要がある。 

○本研究では，社会科教育及び社会科関連教

育プログラムを対象としたが，他教科や特

別活動，総合的学習の時間などを含めた教

育課程全体に関わる研究と開発に関連づ

ける必要がある。 

○開発した授業モデル案を用いた追試授業

を行い，授業結果を批判的に吟味しながら

授業モデルを修正していくことが必要で

ある。 

○本研究において，理論的根拠とした社会的

構成主義や相互作用のベースとしたシン

ボリック相互作用論，認知科学などの研究

成果の関連づけと構造化について，さらな

る理論化を図る必要がある。 

 本研究が，新たな授業開発への再スタート

になるとともに，文化創造としての貴重な授

業実践につなげられるように，研究活動を続

けていきたい。 
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